近代の 物理 科学 は、 自然 を 研究す るた めの 道具と し 

て 五官の 役割 をなる ベ く 切り詰め 自然 を 記載す る 言葉 

の 中から あらゆる 人間的な もの を 削除す る 事 を 目標と 

して 進んで 来た。 そうして その 意図 は ある 程度まで は 

遂げられ たように 見える。 この ranthrop-omorpMsm 

からの 解放」 という 合い 言葉が 合理的で また 目的に か 

なう もの だとい うこと は、 この 旗 じる し を 押し立てて 

進んで 来た 近代科学の 収穫の 豊富 さ を 見ても 明白で あ 

る。 科学 はたより ない 人間の 官能から 独立した 「科学 

的 客観的 人間」 の 所得と なって 永遠の 落ちつき 所に 安 

置され たように も 見える。 



えれば、 系統的な 分類 に 基づく スケ— ルを 設定す る ザ J 

とも、 少なくも 原理 的に は 可能で ある。 これに やや 近 

いもの を 求めれば、 指紋 鑑別の スケ ー ルの ごとき もの 

がそれ である。 「あたわざる にあらず、 成さざる なり」 

と 言つ て もさし つかえ はないで あろう。 

それ はとに かく、 感官の もう 一 つの 弱点 は、 個人 個 

人に よる 多少の 差別の 存在で ある。 しかし、 われわれ 

は 「考える 器械」 としての 個人性 を 科学の 上に 認めて 

いる。 「見る 器械」、 「聞く 器械」 としての 優劣の 存在 を 

許容す るの もやむ を 得まい。 高価な 器械 を 持つ 人と、 

粗製の 器械 を もつ 人との 相違と 本質的に 同じと も 言わ 



門で あろうと 思われる。 

(昭和 八 年 八月、 科学) 
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